Gottfried Arnold and Sofia Mysticism by 芝田 豊彦 & Shibata Toyohiko
ゴットフリート・アルノルトとソフィア神秘主義
著者 芝田 豊彦
雑誌名 関西大学東西学術研究所紀要
巻 36
ページ A29-A47
発行年 2003-03-31
その他のタイトル Gottfried Arnold and Sofia Mysticism
URL http://hdl.handle.net/10112/16215
29 
ゴットフリー ト・アルノルトとソフィア神秘主義
芝
? ? ?
Gottfried Arnold and Sofia Mysticism 
Toyohiko Shibata 
'Wisdom'is deified in the Old Testament, and therefore it could be developed into 
Sofia mysticism. In the history of Sofia mysticism, Gottfried Arnold played a vital 
role. He was the only Protestant theologian that dedicated his whole book (GGS) to 
Sofia mysticism. In this paper, the meeting of Arnold with the wisdom as a basis of 
the Sophia theory as well as the meetings of Seuse and Solowjew with the wisdom 
are introduced. Then PPS, a part of GGS which is a poetic paraphrase of the Song 
of Songs is discussed. In PPS, Arnold interpreted the Song of Songs first as a dialog 
with Christ and then as a dialog with the wisdom that is a divine woman. By putting 
the two dialogs side by side, he intended to present Adam, an androgyny, who is 
united with the wisdom, and to change the readers'mascuJine image of Christ. 
Here we can recognize the influence of Boehme's thoughts of'Spiritual Body'. 
1. 神的な知恵
旧約における知恵 (hokmah)は元来生活上の知恵であったが，後に倫理的な意味でも用い
られるようになった。その知恵が更に神 (Jahwe) と関連づけられることによって，旧約独自
の特徴を有するに到った。例えば，簸言1章7節および9章10節で「主を恐れることは知恵の
初め」と言われる通りである。かくして旧約の知恵文学が形成されるのである。ところがこの
知恵が更に，旧約聖書の『簸言』や旧約聖書外典の『知恵の書』や『シラ害』では神的・人格
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的に表現されている心
蔵言8章22節から31節では，知恵はヨハネ福音書冒頭のロゴス（入6yog) と類似の役割を担
い，神の世界創造の業に参画するのである。知恵はヘプル語では女性名詞であることもあって，
聖書では女性的にイメージされる 2)。もとよりこのような神的存在に地上的な男女の区別を適
用することはできないが，分析的知性や意志という男性的特性よりも，直観的知や心情という
女性的特性に対応した性質を具現するものとして，知恵が〈神的な女性〉として想定されるの
である。かくして，万物を庇護する母にして処女（おとめ）である〈知恵〉という神学的イメ
ージが確定し，ソフィア神秘主義 (Sophierunystik)の道が切り開かれるようになるのである。
さて蔵言8章22節から31節を詳しく見ていきたい。そこでは先ず，知恵は「いにしえの御業
になお先立って」「永遠の昔」に神によって「造られた」 (22節），と言われている。更に 8章
30節で，知恵について次のように言われている。「みもとにあって，わたし〔知恵〕は巧みな
者となり／日々，主を楽しませる者となって／絶えず主の御前で楽を奏し…。」知恵は最初の
被造物であると同時に，「絶えず主の御前で楽を奏する」神的存在であり，このような「巧み
な者」として世界創造という「楽を奏する」のである。上の引用の「楽を奏する」は，ルター
訳ではspielte(遊ぶ，楽を奏する）である。知恵はヨハネ福音書冒頭のロゴスとほぽ同じ役割
を担っているが，「楽を奏する」ないし「遊ぶ」という表現は，知恵（ソフィア）とロゴスの
性格の微妙な相違を表わしているように思われる。
また，「〔知恵は〕主の造られたこの地上の人々と共に楽を奏し／人の子らと共に楽しむ」
(8章31節）という表現から分かるように，知恵は創造の業によってすべての人間を包摂し3)'
人間たちと交わるのである。更に「わたし〔知恵〕を見いだす者は生命（いのち）を見いだ
す」 (8章35節）と言われているので，知恵は生命を与える働きも担っている。以上の二点か
ら，知恵は聖霊と共通する働きを有していると見なすことができる鸞このように神的な知恵
は，キリスト教神学において，一方ではロゴスと等置されるが，他方では聖霊と等置されるこ
とも理解されるのである。例えば，ソロヴイヨフ (Wlac:timirSolowjew, 1853-1900)は，『神
人性に関する講義』 (1877-81年）では，ロゴスを「生み出す統一」，ソフィアを「生み出され
た統一」として捉えているが5)' これはソフィアをロゴスとの関連で把握したものである。そ
れに対して，後の『ロシアと普遍教会』 (1889年）ではむしろ聖霊論的・教会論的解明がなさ
れている叫
このように知恵は，被造物であると同時に神的存在であるという相互に矛盾する性格を有し
ている。言い換えると，知恵は内在的と同時に超越的なのである。我々はここで，14世紀のア
トス山修道士パラマス (GregoriosPalamas, um 1296-1359)の「神のエネルゲイア」という
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思想を想起する。パラマスは，神の本質とエネルゲイアを区別し，人間は神の本質には与かる
ことができないが，神のエネルゲイアには与かることができ，これによって人間は神化され得
る，と説いたのである。パラマスの神のエネルゲイアという概念は，知恵に対応するであろう。
実際，ツァンダー (L.Zander)は次のように言っている。「パラマスは『知恵』という言葉は
使用していないが，彼の全体系は知恵の問題に答えを与える試みである。或は，ソフィア論的
傾向の嫌疑をまったくかけることのできない或るパラマス研究者の言葉によると，パラマスの
教義は『〈創造された世界〉における〈創造されていない神性〉の啓示に関する真理と現実』
について語っているのである。知恵問題がこれ以上適切でこれ以上明晰に表現されることはあ
り得ない。この意味においてパラマスの教義は実際ソフィア論である，或は一我々が方法論
的な諸前提を考慮に入れるならば一それ以上のもの，即ちすべてのソフィア論的研究に対す
る開かれた門である。」 (ZanderS.39f.)このようにソフィア論は，知恵という言葉を用いない
パラマスのような神学的試みをもその射程に修め，神性と人間の関係に対して神学的に極めて
重要な視点を我々に提供してくれるのである。
知恵の女性性に関連した考察を続けたい。その前に先ず，ユダヤ教およびキリスト教は本来
父性的原理の強い宗教であることを確認しなければならない。両宗教とも神は「父」としてイ
メージされ，更にキリスト教では父なる神から息子なるイエス（子なる神）が生まれる。ここ
では女性的なものが一切排除されている。しかしそのような女性的なものの排除が極端になる
と，神学的にも心理学的にも弊害が生ぜずにはおれない。血の通わぬ抽象的神学理論の横行，
極端な律法主義，排他的な独善主義（魔女狩り，異端裁判），裁きの一方的強調，等々である。
しかしカトリックにおいては，極端な父性主義を矯正するものとしてマリア礼拝
(Marienverehrung)が行なわれている。マリア無原罪の宿り (conceptioinunaculata)が1854
年に，マリア被昇天 (assumptio)が1950年に正式教義となることにより，マリア礼拝は教義
的にも正式に認められたのである。ただここで注意しなければならないのは，両教義とも民衆
からの強い要請で承認されるに到ったという点である。マリア崇拝は，民衆に根ざしたキリス
ト教における女性性，或は身体性の復権と見なすことができるのである。
また正教では教会分裂後 (1054年）もソフィア崇拝が維持されている。例えば，聖ソフィ
ア大聖堂（ノヴゴロド）のソフィアのイコンは有名である。キリストがロゴスの受肉であるの
と同様に，正教ではマリアはソフィアの受肉と見なされる。マリア論とソフィア論との関係は，
今後もっと深められなければならない神学的課題となるであろう。
次にプロテスタントに目を向けたい。カトリックで女性性の回復手段として機能したマリア
礼拝も，ここプロテスタントでは否定される。ルター派正統主義の確立と共にルター派は教義
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的に硬直し，プロテスタント全般も多くの宗派に分裂する。ここには各個を統合する母性性の
片鱗すら見出せないような情況である。偶像崇拝に堕す危険のあるマリア崇拝をプロテスタン
トが拒否したのも一応は理解できる。しかしその代償は大きい。しかしながらキリスト教には
ソフィア論があるではないか。聖書的根拠付けが困難と（少なくともプロテスタント側から
は）思われるマリア論とは異なり，ソフィア論は聖書的に十分論拠付けられ得る。しかも，ソ
フィア論の方がマリア論より伝統的に古いのである。このような観点から見ると，ゴットフリ
ート・アルノルト (GottfriedArnold, 1666-1714) 7 >のソフィアに関する著作，特に『神的ソ
フィアの秘密』 (1700年）は極めて重要である。彼こそは，「ソフィア神秘主義を組織的に統合
した最初の神学者」であり，「今日に到るまでプロテスタントの歴史においてソフィア神秘主
義に一冊の書全体を捧げた唯一の人間」 (Nigg8.13)なのである。
アルノルトはゲーテ (J.W. v. Goethe)にも影響を与えた神学者であり，自伝『詩と真実』
第二部でゲーテは，アルノルトの『教会と異端の歴史』に感銘を受け，「これまで狂気あるい
は背神と説明されていた多くの異端者」について従来とは異なる見解を教えられたと述懐して
いる 8)。更にアルノルトその人についても，「この人はたんに省察をこととする歴史家ではな
くて，同時に敬虔な情感の深い人物であった」とし，「彼の思想の方向は，私のそれときわめ
てよく符合していた」9) とまで言っている。ゲーテにかく言わせしめたアルノルトであるが，
彼については日本ではほとんど知られていないのが現状である。この論文の後半以降で，アル
ノルトのソフィア論について，特にソフィア論的雅歌解釈を中心に考察していきたいと思う。
2. 知恵の神智学的説明
蔵言8章等の旧約聖書の記事に基づいて，〈神的な知恵〉が神智学的にどのように説明され
るのかを，ベーメ (J.Bohme)およびエティンガー (Fr.Chr. Oetinger)に即して見ておきた
い。ベーメにおいて神の無底的意志は，父，子，聖霊の三様に展開するが，「父と子と霊が自
らを内に見，かつ見出す」鏡の如きものが「神の知恵」であった (Bohme8.48)。神は，知恵
という鏡において自己自身を永遠に観照するのである。この神の自己観照，即ち〈映す〉とい
う行為によって映されたものとして，知恵は受動的性格を持ち，それ故に神（ないし三性）の
身体と呼ばれるのである。「そこ〔知恵〕において，神が自らの深みにおいて何であるかが，
啓らかになる。知恵は，神の啓示，聖霊の身体性，聖なる三性の身体である。」10) この神的身
体は，神の創造という行為の原基ともなる。エティンガーはベーメを受け継いで次のように言
う。「神の知恵は神の鏡である，そしてその内で神は万物を創造前に見取するのである。」
(WB S.353f.)「この三つの能動的な発出〔即ち，父，子，聖霊の発出〕とともに神は自らにひ
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とつの受動的対象を作る，これが知恵であり，無限と有限の結合 (nexusinfiniti cum firito) 
である，それから創造の最初のものが生じ，その中には形像，特性，存在様式，数がある。」
(SW S.213)言い換えると，知恵は被造物のイデア的原型を有するのである。したがって知恵
はこのようなイデア的原型によって万物を作る女匠であり，「知恵は遊ぶ，…彼女は神の前で
のそのような遊びによって〔万物を〕産む（簸言8章30節）」 (WBS.247) と言われるのであ
る。ここで聖書に拠って創造の遊びという性格が強調されるのは，創造は決して必然的に起こ
るのではなく，神の自由な行為であることが含意されているからである。
知恵は神の鏡であったが，アルノルトは「神自身の慈悲の像」 (einbild der gutigkeit 
GOttes selbst) という表現を用い，知恵はそのような像として「慈悲深く愛に富む」 (BGS
S.63) と言っている。即ち，知恵の慈悲と愛を強調するのである。そして「祈祷と懇願におい
て父〔なる神〕に対してふさわしく知恵を求めることが，第一にして最も必要なことである」
(ibid.)とされる。更に知恵の書7章7節，即ち，「私は頼んだ，すると賢明さ (kl遁heit)が
私に与えられた，私は呼びかけた，すると知恵の霊が私にやって来た」 (ibid.)を引用して，
知恵を求めることが勧められるのである。
「ふさわしく知恵を求める」とは，求める人間の在り方の変革も要求される。神秘的合一
(unio rnystica)は伝統的に浄化，照明，一致の三段階に分けられるが1>,アルノルトの場合は
「再生」 (wiedergeburt)が強調される。再生は，「意志と激しい欲望というくすべてを毒する
我性〉から人を浄める」過程であり，「知恵という真の宝」も，そのような我性から解放され
た「再生した者」 (einwiedergebomer)ないし「新しい人」 (derneue mensch)だけが見出
すことができるのである (BGSS.185)。
知恵と被造物の神智論的関係から容易に察せられる通り，アルノルトの場合も，知恵を与え
られた者は被造物の認識が一新されるのである。即ち，再生した者は「すべての物をその第一
の本質において観照し，その最内奥に押し入る」ことができ，「自然と被造物におけるすべて
の奇蹟を聖なる眼で見る」ことができるのである。また被造物も「自らの形姿と自らの愛らし
さを彼に公然と明示し，彼の放下された意志に自らを委ね，自らを支配させる」 (BGSS.185) 
のである。
しかし知恵は単なる知識ではな<,旧約では神的・ 人格的に捉えられるのである。単に断片
的知識としての知恵が人に与えられるのではなく，人と神的知恵との人格的な出会いがある。
ソフィア論は，神的知恵との出会いという幻視的体験とともに始まる，と言っても過言ではな
ぃ。この具体例を，ゾイゼ，アルノルト，ソロヴィヨフに求め，それぞれの体験の独自性と共
通性を見ていきたい。
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3 . 知恵との出会い
3. 1. ゾイゼ
先ず， ドイツ神秘主義のゾイゼ (HeinrichSeuse, um 1295-1366)のソフィア体験から見て
いく。
ゾイゼの回想によると 12)' ソフィアは，彼の頭上高く雲の玉座に坐って彼に現れ，「明けの
明星のように光り，きらめく太陽のように輝いていた」という。ソフィアは，〈天の王女〉或
は〈神の妃〉として玉座にあり，その形姿は超自然的光で包まれていたというのである。知恵
の書でも，知恵は，「神の力の息吹，全能者の栄光から発する純粋な輝き」 (7章25節），また
「永遠の光の反映，神の働きを映す曇りのない鏡」 (26節）であり，「太陽よりも美しく，すべ
ての星座にまさり，光よりもはるかに輝かしい」 (29節）と言われている。この超自然的光は，
ニック(W.Nigg)の言葉を借りると，次のように表現できるであろうか。「女性性(Weiblichkeit)
に世界の最も深い秘密の一つが存している。そこからは変容させる力 (eineverklarende Kraft) 
が発している，それは，タボル山で閃光を発した（創造されない光〉に等しい。」 (NiggS.31) 
次に人間には捉えがたいソフィアの様子が，相互に逆の意味の形容詞が並列されることによ
って表現される。「彼女は遠くにおると同時に近くにおり (fernund nah) , 高きにいると同時
に低きにおり (hochund niedrig) , 現に存在すると同時に隠れている (gegenwartigund 
doch verborgen)」。更に彼女の遍在性が，「彼女は至高の天の最上端を越え，深淵の最も深き
底に触れる」と表現されるが，これはソフィアが天と地を結び付ける存在であることも暗示し
ているであろう。
ソフィアの姿態は，「美しいおとめ」 (eineschone Jungfrau)であるかと思うと，突然「気
高い若者」 (einstolzer J紅叫ing)に変わるのである。ソフィアはあくまで地上的な男女の性
差を超絶していることが確認できる。アルノルトも，何らかの性的なものを神性に持ち込むこ
とに強く反対しているのである13)。それにもかかわらずソフィアが神的な女性であるというの
は，あくまで宗教的・象徴的意味で言われているのである。このような世俗を超絶する王女な
るソフィアが，今ここで恋人のように或は母親のようにゾイゼに向うのである。「彼女は愛ら
しく彼に身を屈め，微笑みながら彼に挨拶し，やさしく彼に語る，『我が子よ，私にあなたの
心を与えなさい』（蔵言23章26節）と。」
ソフィアは，宗教的文脈は異なるが，或る意味で仏教の〈観音〉に比することができる。観
音，例えば渡岸寺の十一面観音像14) (平安時代貞観年間の作）を思い浮かべてみよう。十一面
は，あらゆる方向に顔を向けた救済者の姿を具現しているが，その正面三面は慈悲面で，左三
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面が眼怒というように相反する表情をそなえている。下にさげた右手は常人の手よりかなり長
いが，それは衆生救済の意志を表す。また身体は静止しているが，右足は衆生救済のためにま
さに踏み出そうとする刹那を現している。静のなかに動が秘められているのである。全体的な
姿はふくよかであり穏やかであるが，それでいて衆生救済の強い意志を秘めている。観音はも
とより性別を越えている。しかし，あたかもインドの女性を写し取ったような姿は女性的で美
しい。観音は真実諦的にば性別を超越しているが，方便的に権（かり）に女性として慈悲の姿
を現された，と言ってよいであろう。そうであるが故に，隠れキリシタンは観音にマリアの姿
を託したのであり（マリア観音15)), 性の問題に悩む親鸞に六角堂で与えられた観音の夢告も
理解できるのである16)。ュング心理学的に言うと，ソフィアないし観音は，元型 (Archetyp)
としては性別を越えているが，その心像としては単なる男女を超えつつも女性的である17)。但
し，それは女性的な他の元型，例えば太母や（狭義の）アニマとも共通点を持つが，本質的に
は相違する元型である。太母やアニマを宗教的に浄化した元型が，ソフィアであり観音である，
とも言えようか。
3. 2. アルノルト
ベンツは次のように言っている。「アルノルトがどんなに控えめに自らの霊的経験を語って
いても，天の処女（おとめ）との個人的な幻視的出会いが彼に与えられたことを，彼は或る箇
所ではっきりと認識させてくれる。その出会いは，彼の神秘主義とソフィア論の全体的理解に
とって極めて大きな意味があり，すべての彼の神学的および思弁的発言に特別に個人的な彩色
を施している。それは夜の刻の幻視的経験一ー天のソフィアの幻視のことである。」 (Benz:
GA, S.54f.) 
以下当該の詩「〈或る夜〉の出来事の報告」の冒頭から第32行までを訳出してみよう。但し，
改行は無視する（以下同様）。
「〈或る夜〉の出来事の報告
『〈私の主〉の母上が私のところにきて下さるということが，どうして私に起こったのでしょ
うか？』〔ルカ 1章43節）
暗い夜がすべてを闇で包み，憂鬱，希望，愛，熱望，憂いと恐れに駆られて私の心情（ここ
ろ）は願った，どうかイエスが私の内に永遠に根付いていてくださるように，と。その瞬間に
私の霊眼の前に知恵，神の花嫁が現れた，確かに至高の輝きに包まれてはいなかったが，（あ
またの人のもとで彼女はよくそのような輝きを用いるのを常としている，）人よりもずっと大
きく，美しさにきらめき見るも恐れ多く，愛すべき魅力，婉然とした生気に満ちていたので，
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私には愛と喜びが，畏敬の念と混ざりあっていた。しかしこのような奇蹟にあって愛すべき人
は，私が熱烈に彼女を抱擁し，口付けできるほどの大きさではなかった。身を屈せざるにはお
れないわが身の哀れと彼女の威厳が，私を怖気づかせ，私は彼女の足元深く地面に身を屈めて
評った，口に割礼を受けぬ者がそもそも語るに値するのか，と。ただ次のことしか私には言え
なかった，『ああ 姫君，あなたがどなたであれ，あなたの目の前に横たわるこの塵同然の者
に恵みをお垂れ下さい。なに故にこちらへ来られましたか？ 我が嘆きを敢えてみ前に伝えら
れた方は，誰でございますか？』 答えとして頂いたのはこれだけであった，『満ち足りてあ
れ！』 こう言いながら彼女は婿然と私の方に身を屈め，彼女の左腕をおろして私の右手を支
え，私を強く抱きしめ，（彼女はここではかくも親しげであった），私に口付けをして下さった。
私は今なお私の前に薔薇色の頬，真珠の雫の千倍の愛らしさをたたえる明紅色の口，額のあで
やかさ，輝ける瞳を見る〔思いである〕。なおも〈敬いと同時に畏れの念〉が私に刻印されて
何時までも残っている，この念を私は彼女の前で甘美な愛と混ざって感じたのである。即ち，
く私の神〉が知恵を私のもとに送られた時に，王がご自分の后を乞食のもとに遣わされるよう
に私には思われた。」 (NGLFS.293f.) 
ここでソフィアは，「至高の輝き」 (hoherglantz)を脱し，あたかもひとりの美しい女性で
あるかのような姿でアルノルトに現れている。しかし権実不二であり，これも別のソフィアと
いうわけではない。ソフィアは恋人の如くに立ち振る舞うが，「〈私の主〉の花嫁にして母」
(34行）という威厳は少しも失われていない。そのような気高い高貴な女性がかくも親しくし
てくださることを，アルノルトはI牙るばかりである。「薔薇色の頬，真珠の雫の千倍の愛らし
さをたたえる明紅色の口，額のあでやかさ，輝ける瞳」というソフィアの魅力に魅惑されなが
らも，アルノルトは彼女に対して畏敬の念を抱かざるを得ないのである。魅惑されつつも，同
時に畏怖の念を感じるというソフィアは，オットー (R.Otto)が提示したヌミノーゼ的性格を
有している。アルノルトの詩では宗教性と官能性が深い次元で触れ合い，クレルヴォーのベル
ナルドゥスの雅歌解釈の伝統を受け継いでいると言える。しかし，ベルナルドゥスは説教の聴
衆に対して，「我々が神の言葉と魂とのこのような合ーを身体的或は空想的な出来事と考えて
いるなどと，信じないように用心しなさい」18) と警告したのである。我々は，〈ソフィアと人
間の関係〉と〈地上的な男女の性的な愛〉とを混同してはならない。後者は，前者の象徴，比
喩に過ぎない。両者に共通するのは，形式の類比であり，実質的内容が共有されるわけではな
ぃ。この類比は，深い宗教的意味においてのみ見出されるのである。
〈ソフィアとの関係〉と〈地上的な男女の性的な愛〉との区別から，〈ソフィアとの関係〉と
〈この世における結婚生活〉は相互に排除しあう，とアルノルトは主張したことがある19)。こ
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のような結婚否定，独身主義は，おそらく『実践的ナル神智』 (Theosophiapractica)を著し
たギヒテル (J.G. Gichtel)の影響と思われる。確かに男女の愛は獣的な性的関係に陥る危険
性があるが，エペソ書5章22-32節でパウロが展開するような「結婚の愛のサクラメント的神
秘」 20) もキリスト教は主張するのである。ギヒテルはこのような神秘に対して目が開かれな
かったのであろうか，彼は生涯独身を守るのである。このようなギヒテルの態度を，「彼〔ギ
ヒテル〕は歴史的なキリスト教に聞入したマニ教的なパン種を掃き清めなかった」21) と，ニッ
クは表現している。
他方アルノルトは，『神的ソフィアの秘密』を出版した翌年の35歳の誕生日にアンナ (Anna
Maria Sprogel) と結婚している。結婚はソフィアに対する裏切りだと，ギヒテルはアルノル
トを非難した。しかし，けっしてそういうことではなかった。アンナとの結婚生活は幸福なも
のであり，アルノルトは彼女との結婚を決して後悔することはなかった。アルノルトは，地上
的な結婚をソフィアとの永遠の婚姻の写しとして把握したのである22)。ソフィアとの関係によ
って地上的な結婚が聖化されるのである。ニックはアルノルトの結婚をソフィア神秘主義との
関連で次のように述べている。「アルノルトは，彼の婚姻の締結によってソフィア神秘主義を
袋小路から連れ戻したのである。ソフィア神秘主義はギヒテルの過度の緊張〔独身主義のこ
と〕によってそのような袋小路にまさに入り込もうとしていたのであり，その袋小路を通るこ
とによってソフィア神秘主義は多くの人にとってもはや全く問題外となっていたであろう。」
(Nigg 8.35) 
さて，「〈或る夜〉の出来事の報告」で特徴的なのは，アルノルトが知恵から「満ち足りてあ
れ！」 (seyzufri.eden!) という言葉を与えられている点である。詩が進展するにつれて，アル
ノルトはこの言葉を次のような文として解釈している。「それ故に主の前に留まりなさい，そ
して主が完全に来られるまでは，あなたが持っているものを保持しなさい。」 (40-41行）「苦し
むことだけをあなたの行いとしなさい！ 静かであることだけをあなたの動きとしなさい！」
(57行）確かにかつては神との合ーが信仰の本来の目標のように見なされたのに対して，この
詩では初めて新しい傾向が表明されている。ビュクセル (J.Btichsel)は，このような静寂主
義 (Quietismus)においてアルノルトの熱狂主義が克服された，としている23)。さらに付け加
えるなら，そのような転回が知恵の与える誡めを介して遂行されている点が興味深い。「満ち
足りてあれ！」という誠めは，まさに旧約的知恵全体を象徴する言葉だからである。
3. 3. ソロヴィヨフ
ソロヴィヨフは生涯に三度ソフィアに出会っている。最初は，九歳の礼拝の時であった。第
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二回目は，1875年の大英博物館閲覧室においてであり，その時彼がソフィアに全身を現してく
れるように哀願すると，エジプトヘ行くように，という内なる声を聞いた。そして翌年エジプ
トの砂漠で，三度目のソフィアとの出会いを体験するのである。ここでは第二回目と三回目の
出会いを紹介したい24)0 
「…ああおんみ，神性の華よ，／おんみはここにおり，私はそのことを感じる，何故おんみ
は／子供時代より私の目に現れなかったのか。／しかし私がこの言葉の思いを語り出すや否や，
／突然すべては黄金の紺碧に満たされ，／再び彼女は私の前で光り輝いた，しかし彼女のみ顔
のみ，み顔だけであった。」（第二回目の出会い）
「薔薇の香のような香りが天と地の上に漂った。／そして緋色の天の輝きの中，／紺碧の火
に満たされた目で／おんみは見た，世界創造の日が／最初に輝くように。／今在り，かつて在
り，永遠において来るもの…／そのすべてをここで〔おんみの〕動かぬ眼差しが包んでいた。
／私の下には海と大河が青みを帯びていた，／遥かな森と雪山の頂きが。／全てを私は見た，
全てはまったくのーであった，／一つの形姿をとった女性の美だけであった！／計り知れぬも
のが彼女の身の丈に入り，／私の前，私の内には，おんみだけがいた！／おんみ光り輝ける女
性（おかた），おんみは偽らなかった。／私はおんみの全体を砂漠で見た。／これらの薔薇は
私の魂の内で枯れることはない，／人生の道が私を何処に押し流そうとも。／…〔私は〕なお
虚しい世界の囚われ人であるが，／その私がこのように物質〔或は質料〕の粗い皮層の下に／
朽ちることのない斑岩が輝き貫くのを見た，／そして神性が光り輝くのを感じた。／予感にお
いて私は死に勝利し，／夢において時の鎖に打ち克った。」（第三回目の出会い）
宇宙論的なイメージに満たされた詩であり，あたかも世界創造の現場に立ち会っているかの
ような錯覚を覚えてしまう。ソフィアの超自然的な光輝が様々に形容され，ソフィア論的概念
が詩的な表現で随所にちりばめられている。即ち，「全てはまったくのーであった」，「一つの
形姿をとった女性の美だけであった」というソフィアの全一性の他に，神と人の一致，物質の
変容，死と時の克服（永遠性），等である。これらについての直観的な詩的表現が更に哲学的
に彫琢されて，『神人性に関する講義』，更に『ロシアと普遍教会』のソフィア論に結実するの
である。
4. アルノルトにおける神秘的合一
4. 1. 『神的ソフィアの秘密』と雅歌解釈
アルノルトの『神的ソフィアの秘密』の構成を示そう。先ず序 (Vorrede)があり，次に
『神的ソフィア，即ち知恵の記述』 (BGS;1-188頁）という散文の作品が来る。その次に，『讃
ゴットフリート・アルノルトとソフィア神秘主義 39 
美と愛の詩的蔵言』 (PLS) という詩集が続き，頁も新たに 1頁から付け直されている (1-351
頁）。しかし，『讃美と愛の詩的蔵言』は実際はその230頁までで，231頁から最後 (351頁）まで
は別の詩集『新神的なく愛の火花〉』 (NGLF)が収められている。結局『神的ソフィアの秘
密』は，これら三つの作品からなるのである。以下で取り扱うのは『讃美と愛の詩的簸言』で，
これは雅歌の言葉をパラフレーズした，謂わば雅歌の詩的解説である。具体的に言うと，大抵
は短い雅歌の引用がなされ，そのイメージに触発された詩が続いている。詩によっては，どう
いうメロデイーで歌うのかという指示が付されていることもある。
さて，雅歌の花婿と花嫁の対話は，伝統的に三種類の比喩的解釈が施されてきた25)。第一は
教会論的解釈で，花婿と花嫁の関係を神（或はキリスト）と教会の関係と解するのである。第
二は神秘主義的解釈で，花婿と花嫁の関係が神（或はキリスト）と魂の関係とされる。特にク
レルヴォーのベルナルドゥスは，1135年から1153年にかけて著わされた86の雅歌説教 (1章1
節から3章1節）において，教会論的解釈も併せ持つ神秘主義的解釈を，二度と到達し得ない
高みまで高めた。彼の雅歌解釈は，花嫁神秘主義 (Brautmystik)の形成に大きな影響を及ぽ
したのである。第三はマリア論的解釈で，教会の精華としてのマリアという視点から解釈され
る。
このような比喩的解釈の伝統において，アルノルトの雅歌解釈の特徴を二つ挙げることがで
きる。先ず第一は，『教会と異端の歴史』等における教会批判から，すべての教会論的解釈を
拒否した点である。したがって彼の解釈は神秘主義的解釈であるが，キリストと魂の関係だけ
でなく，ソフィアと魂の関係としても解釈される。しかもこの二つの解釈は別々のものではな
く結び付けられるのである。これが第二の特徴である26)。この点に関しては，後でもう一度詳
しく触れたい。
4. 2. 天的な肉
先ず6章6,7節のパラフレーズを見よう。
「ニンフたちよ聞きなさい，純潔があなたがたに何を報いるかを，もし身体と霊がともにこ
の世的な汚れた愛に全く汚されることがないならば。それ〔純潔〕はイエスをあなたがたの堕
に住まわせ，最深の〈魂の根底〉において啓示する，彼の霊があなたがたを何へ駆り立てるの
かを。そこ〔魂の根底〕であなたがたは感じることができる，愛の違いを，即ち，何が霊であ
り，何が肉的であるかを。それ〔純潔〕は全くほどくことができないように花婿を浄らかな婚
姻のくびきに結び付ける。その結果，彼〔花婿なるキリスト〕はあなたがたのもとに住むよう
になる，他の夫がするように。彼〔花婿なるキリスト〕は，肉を欲する偽りの炎を消す。あな
40 
たがたは彼自身を絶えずあなたがたの目の前に見ることができる，…」 (PLSS.76) 
ここでは，純潔，即ち，「身体と霊がともにこの世的な汚れた愛に全く汚されることがない」
ことが強調される。雅歌で歌われる愛は，決して肉的な愛ではなく，霊的な愛なのである。こ
の純潔のもとでキリストの「内住」 (Einwohnung)が起こり，啓示が「魂の根底」 (seelen=
grund)において遂行される，というのである。更に次のように言われる。「次に彼はあなた
がたを〈ーなる神の実体〉 (dasein'ge GOttes =wesen)の内にもたらし，他方また天から来
た〈彼の天的な肉と血〉 (seinhimmlisch fleisch und blut)をあなたがたの内にもたらす，聖
書において次の如く読むことができるように。即ち，彼はあなたがたにとって一にして全
(eins und alles), 至高の宝となる。」 (PLSS.76) 
神秘的合ー (uniomystica)が，キリストの「天的な肉」の内住と表現される27)。即ち，キ
リストが「魂の根底」において受肉するのである（「いのちの言葉が今や私の内で人となる
(PLS S.7)」）。そしてこの肉は成長し続けるのであるが，信仰はこの成長を「比喩的にではな
く，実体的に」 (PLSS.7)感じることができるのである。言い換えると，キリストの霊的実体
に触れる（「いのちの言葉を霊において触れ，味わい，見る (PLSS.7)」）ことによって，魂の
霊的実体が徐々に造り変えられる。そしてこの神化の過程の頂点で，魂は遂にキリストと同じ
神的実体となるのである。「どのキリスト者も真のキリストとなる，彼の内で父は子の本性と
霊が栄光化されているのを見る」 (PLSS.163) と言われる通りである。ここではキリスト者と
キリストの差は撥無され，両者の霊的実体は同一となる。確かに神秘的合ーであるからこのよ
うに言ってよいわけであるが，キリスト教は神と人との相違を強調する宗教なので，このよう
な発言は自己神化という異端的発言と見なされる恐れさえある。（それに対して仏教では，釈
尊と同じ悟りを開く，と普通に言われるのである。「等正覚」とはそういうことである。）
このような神化の思想は，シュヴェンクフェルト (Kasparvon Schwenckfeld, 1489-1561) 
の思想と酷似している28)。神秘主義的な「再生」が強調されるのも，「魂の根底」というタウ
ラー的表現も，両者に共通している29)。シュヴェンクフェルトは，当初ルターの宗教改革に同
調するも，ルターが世俗的な権力と協力して新しい制度的教会を形成するのを批判して，宗教
改革運動から離脱した霊性主義者の一人であった。
しかし，何故かくも「天的な肉」，或は「霊的実体」が強調されるのであろうか。ケンパー
(H.-G. Kemper)は次のように言っている。「『合ー』の表象は，『天的な肉』の『内住』に全く
結び付いている。…神化の過程 (Vergottungsproze:B)は，ベーメやシェフラーにおけるよう
に，被造物的・肉的な本質に対置された霊的なものであるが，そうだからといって単に心の内
の心霊的な出来事というのではない。むしろこの霊的なものは諸感覚を貫き，情動を浄め，そ
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の結果〈このように天的な諸力を備えられた新しい人間〉は律法を満たすことさえできるので
ある。」 (KemperS.130)確かにそうであるが，この説明だけでは十分に納得しがたい。そこ
で同じく「天的な肉」という表現が用いられる次の箇所を見てみたい。それは，「ソロモン王
はレバノンの木で自分のために玉座を作った。その柱は銀で，天井は金，座は緋色であり，そ
の内側は愛で飾られていた。」 (3章9節）のパラフレーズである。
「天からの主であるあなた〔キリスト〕が肉において来られるために，知恵はあなた〔キリ
スト〕にかつて身体（からだ）を備えて下さった。それと同様にこの奇蹟は，パウロのこころ
が暗示した如<'私の内に実体的に起こらなければならない，そのためにあなたは身体をとら
れたのだ。ああ，それ故に，ここでは知恵とともにあなたの霊を，あなたのために輿を最良の
木から私の内にしつらえる師として下さい。そして浄らかな要素（エレメント）を私の心情
(gemuth)の内に入らせて下さい，そして遂にはあなたの天的な肉と血が古い建物を壊すこと
ができるように。」 (PLS8.39) 
キリストの受肉が人間の内に霊的・実体的に起こらなければならないが，かつてキリストが
受肉するために，キリストが「肉において来るために」，知恵が身体を備えた，というのであ
る。知恵は，ベーメによれば神の身体であるが，この霊・身体性の故に知恵とキリストは結び
付くのである。エティンガーも次のように言っている。「しかしキリストにおいて知恵はなお
一層我々に明らかになる。キリストの人性において神はご自身を完全にかつ身体的に
(korperlich)写し取ろうとする。」 (WBS.354) 30>したがってアルノルトがキリストの「天的な
肉」を強調する背後には，霊・ 身体性の思想とソフィア論があるのである。このことは，後で
アルノルトの両性具有の思想を説明する際により判然とするであろう。また先に引用した
PLS76頁の詩は，次の文章で終わる。即ち，「聖なる三性〔即ち，父，子，聖霊〕はそれ〔純
潔〕を自らの玉座へ，宮へと選び取られた。この処女（おとめ）を得る者は幸いなり！」ここ
の純潔とは知恵を意味しているのであり，この文章は，知恵が「父と子と霊が自らを内に見，
かつ見出す鏡」であるというベーメの思想を反映していると思われる。
4. 3. 啓示の直接性
キリストの天的な肉の内住という思想は，啓示の直接性も意味する。以下は，「これは，私
の愛するお方の声です…」 (2章8,9節）のパラフレーズである。
「今や私はまった＜精確に主ご自身の語ることばを知る，何故なら私は主ご自身が私のとこ
ろに塵壁 (unmittelbar)やって来られるのを観るからである。また私は主が言われるのを堡
媒介に (ohnemittel)聞き，羊が牧者を敬うように，愛と随行と祈祷をもって〔主を〕敬う
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からである。」 (PLS8.20) 
「どのような被造物がそのような声を贈ることができようか，霊の〈愛の息吹〉によって
私の思いの内に入ってくる声を？ 何時，＜私のこころ〉の門において，言葉なき言葉 (das
wortlose wort)が開示され，こころを主に向けさせるであろうか？」 (PLS8.21) 
更に 7章6節のパラフレーズにおいて，聖書との関連でアルノルトは次のように言う。
「然り，あなたがどんなに聖書の達人であるとしても，あなたはすべてを先ず実際に経験し
なければならない，あなたが書物と響きから〈業の文字〉によって知っているすべてを。霊は
あなたの根底において・(imgrund)無媒介に (ohnemittel)啓示しなければならない，キリ
ストがあなたの内で何であり，新しい名が何と謂われるかを。」 (PLSS.81) 
マルティ (H.Marti)は「言葉なき言葉」という表現を次のように解説している。「神の内的
な言葉，即ち〈言葉なき言葉〉は，否定と逆説の同時的使用によって特徴づけられる。この否
定と逆説は，内なる言葉と外なる言葉が原則的には相容れず，世界と霊，時間的なものと永遠
なものが相互にアンチテーゼをなすことを強調している。」 (MartiS.256)「直接こころの内に
語られる神の言葉」 (MartiS.253)がなければ，聖書の言葉は理解されない。即ち，内なる言
葉の理解は，外なる言葉の理解に絶対に先行するのである。このような神の内的言葉と聖書の
関係は，ルターやルター派正統主義より，更にはアルント (JohannArndt) よりも，フラン
ク (SebastianFrank)やシュヴェンクフェルト派に近いことを，マルティは指摘するのであ
る (MartiS.259)。
5. キリストとの合ーとソフィアとの合ー（両性具有的人間像）
『讃美と愛の詩的厳言』 (PLS)の42頁まではキリストと人間との対話と解釈されるが，それ
以降は主としてソフィアと人間の対話として解釈される。即ち，「今やここからは大抵はく神
的な知恵〉と〈人間〉の間の話合いが続く」 (PLS8.42)のである。
キリストヘの比喩的解釈として，キリストの受難と関連させて解釈されている箇所を一つ引
用する。「私にあなたのみ顔を見せてください，私にあなたのみ声を聞かせてください」 (2章
14節）のパラフレーズである。
「おお，生命（いのち）の泉よ，私にあなたのみ顔を見せて下さい，霊はその方を向いてあ
なたご自身を見ることを欲しています，…。私にあなたの〈死のみ姿〉と〈死に絶えた諸感
覚〉を見せて下さい，私が十字架に付けられる時に，私があなたの謙遜を保ち，忍耐が愛を得
ることができるように，おお，生命の泉よ！」 (PLS8.25) 
次に，ソフィアヘの比喩的解釈の例を挙げる。「私の花嫁よ，あなたの唇は生蜜をしたたら
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せ，蜜と乳があなたの唇のもとにある」 (4章11節）のパラフレーズである。官能性が，キリ
ストヘの比喩的解釈との相違を際立たせるであろう。
「おお，バラの口よ，来て，私に口づけをして下さい，やつれた力の内へ直接かつ甘美にあ
なたの生命の樹液を流し入れて下さい。あなた，ネクター（不老長寿の美酒）の唇よ，開いて，
バルサム（香油）を流れるにまかせて下さい，傷口を癒し，閉じてくれるバルサムを。…あな
た，我が青春の匠なる女性よ，我が婚姻の相手，我がこころを支配する女性よ，私が行くのも
立つのもあなたと一緒，私の天使にして私の道連れ，もし私が他の誰も見ないのであれば，私
はあなたから決して見捨てられることはありません。」 (PLS8.49) 
上の二つの引用はかなり対照的な印象を与えるが，キリストとソフィアはその由来と人間へ
の働きにおいて交換可能であり， PLSにおける〈キリストとの合ー〉とく知恵との合ー〉は同
じ神秘的合一の表裏を成していることを忘れてはならない。実際アルノルト自身も，「イエス
の霊と知恵の霊は二つの異なった霊ではなく，一つの霊であり，分かつことのできない存在で
ある」 (BGS8.35) と言う通りである。
ところでアルノルトにとっては，神化の過程は両性具有への道であり，楽園のアダムに戻る
ことなのであった。ベーメ＝アルノルト的神話によれば，楽園のアダムはもともとソフィアと
合ーされており，それ故に両性具有であった。ところが堕罪によって欲望が内から外へ向けら
れることにより，ソフィアはアダムから出てゆき，両性具有的な根源的人間 (Urmensch)か
ら被造物的で性を持つアダムとエヴァが生れるのである。彼らには，身体性と地上的快楽とい
う重荷が課せられた。したがって魂はそのような状態から脱して，楽園的・両性具有的状態へ
戻ることに憧れるのである。このような両性具有的神話が，アルノルトの結婚否定の神学的根
拠となっていた。 (Vgl.Kemper S.133ff.)以下この両性具有的神話に基づいて考察を続けたい。
5章1節「私の妹，愛する花嫁よ，私の園に来て下さい」のパラフレーズには，「神的知恵
へのアダムの声」 (PLS8.55) という標題が付されている。即ち，「私の園」をエデンの園とア
ルノルトは解し，上記の両性具有的神話が描かれるのである。第1節では次のように言われて
いる。「ああ高貴なる生よ，あなた〔神的知恵〕はご存知です，私が私の情欲によってかつて
エデンで堕落し，私の花嫁を失った様子を。あなたは彼女を，浄らかな乙女となるために，私
の愛の目標として私の内に与えてくださったのに。」 (Str.l,Vers 5-8)「私の花嫁」とは知恵の
分身のことであり，楽園のアダムはもともと知恵と合ーされていたため，花嫁を失うと言われ
るのである。この「花嫁」は当時，「楽園，とても美しいバラ園として私を愛護し，養い，愛
において抱擁しようとしてくれた」 (Str.l,Vers 9-10)のである。アダムは知恵という楽園に
包摂されていたのであるが，役割を交換するかのようにアダムが母のように知恵を包摂すると
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いう表現も用いられる。「私〔アダム〕は男＝女 (m皿n=weib)としてこの乙女自身を私の
内に，私の胎に愛護すべきであった。」 (Str.l,Vers 11-12)ソフィアと合ーされたアダムは両
性具有的存在，即ち男＝女なのであるから，「私の胎」というように女性的に描かれることも
可能なわけである。（第1節で興味深いのは，両性具有的存在が木に喩えられていることであ
る。「それは例えば木々が（他の木と混じり合って一つとなることなく）自らの力で実を結ぶ
のが常であるのと同様である (Str.1,Vers 13-14)。」）
「しかし私が地上的な欲と愛においでl胄欲を内から外へ向けた時，天に由来し，天によって
自らを養っていたエヴァのこころをあなた〔知恵〕は奪い，彼女と共に私の中から天へ逃げて
しまわれ，楽園もまた消え去ってしまった。」 (Str.1,Vers 17-21)このように知恵がアダムか
ら分離した後に，アダムは地上的なエヴァを見出すのである。「私は疲れきった眠りの後に私
の前に地上的な女，私と同様に死すべき女を見出した。」 (Str.1,Vers 21-22) しかし，アダム
は地上的なエヴァに満足せず，天的なエヴァ，即ち知恵との再合ーを求めるのである。「しか
し今や私は再び私の根源の中に向かう，即ち私が持たないものを私は探すのである。私の地上
的な憧れは地上的な愛を引きおろし，至高者が私に与えてくれた真珠〔即ち，知恵〕を請い求
める。」 (Str.1,Vers 25-28) 
第2節は以下の通りである。「ああ知恵よ，峻厳な悔い改めと祈りの後に，あなたは昔の楽
園を私の最深のく魂の根底〉に再び新たにもたらしてくれた，その中に私は入り，浄らかな
〈信仰の力〉の口で実を魔術的に (magisch)食する。しかしひとつのことの不在に気付いた。
今や人が独りでいるのはよくない。私は肉と地上的なエヴァについて何も知りたくない，私は
そのような汚れたものから自由でありたい。それ故に私に私の女を造って下さい，もしそうで
ないならば，私は死なざるを得ない。ああ，私に私の花嫁を与えて下さい。彼女は天に由来し，
楽園的に生き，私に天の嗣業をもたらし，かつてのエヴァのように，蛇の策略に従うことも，
私をあなたから連れ去ることもない，むしろすべてのことにおいて私の助け手となるであろう。
何故なら，彼女は私と合ーされ，神の娘であるからだ，そして彼女は，私の最善を意味する者
として，霊，魂，体と血に魔術的に (magisch)浸透することができる。」 (PLS8.56) 
ここでは先ず，「魔術的」という言葉が二度用いられているのが目立つ。アルノルトには，
錬金術的な変容過程が念頭にあったのであろう。また天，天的，楽園，楽園的という言葉と地
上的という言葉との対照も目を引く。「楽園」は外的な場所として存在するのではなく，「私の
最深のく魂の根底〉」，即ち，内的に存在するのである。楽園は知恵に他ならないのであるから，
「昔の楽園を新たにもたらす」とは知恵との再合ーに他ならない。しかしこの再合ーは，単な
るイデア的・観念的な合ーではなく，「霊，魂，体と血に魔術的に浸透する」という実体的な
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合ーである。キリストとの合ーに関して，キリストの「天的な肉」の内住と表現されたが，こ
れと実質的には同じことが言われている。即ち，両性具有への変容は霊・身体的な変容であり，．
やはりベーメの思想を継承しているのである。ベンツも指摘するように，両性具有的人間像ほ
ど，霊・身体性 (Geistleiblichkeit)の思想が相応しく表現される所はないであろう 31)0 
アルノルトは，キリストとの合ーとソフィアとの合ーを平行させることによって，この二つ
が別のものではないことを示そうとしたのであったが，それと同時に読者の男性的キリスト像
を両性具有的キリスト像（：ソフィアと一体であるキリスト）に転換させること，および読者
に両性具有的人間を目指させることを要求しているように思われる。キリストについて，「あ
なたの人性としての胸から私はいつも生命を吸う，その胸に〔愛弟子の〕ヨハネがもたれてい
た」 (PLSS.7)と言われていることからも分かるように，キリスト自体も両性具有的に描かれ
ている箇所があった。しかし，ソフィアと一体であるアダム（即ちキリスト）によって，両性
具有的キリスト像がより明晰になる。そしてこれは，神とは区別された神性へと歩を進めるこ
とでもある。「神性の内に性はない」 (BGS8.40)からである。したがってこのようなキリス
ト像の転換こそが，キリストとソフィア並置の隠れた理由と見なし得るのである。
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る。」（金子389頁）「このような新生によって死すべき人間は神秘的な「神化」にまで到達する。つまり，
肉となった御言葉は人間の内的本性に働きかけ，信じる者を霊的にして神的な天上的な存在に変化させ
る。」（金子390頁）「内なる霊的な人間は被造物としての魂でも精神でもなく，被造物的でない霊的な肉
と血からなる，十全なる人間であることになる。こうした人間こそキリストの同類であり，神化されか
つ変容されており，神の栄光を享受する者である。」（金子396頁）
29)金子392-3頁
30)ベンツの次の発言も重要である。「最近二世紀の神学者の中で，エティンガーは次のことを為した唯
ーの神学者である。即ち，彼は〈霊的なものの身体性〉というこの問題を組織的に取り上げ，合理主義
と観念論による霊的なもののすべての現実性を解体させる〈抽象化〉とキリスト教的な神の国の期待の
〈寓喩化〉に対する論争において天的な物理学を起草したのである。」 (Benz:VMS.40f.) 
31)「この霊身体性 (Geistleiblichkeit)の生理学は，両性具有的な根源的人間〔アダム〕の身体的な存在
様式の表現よりも判然と現れる所はない。」 (Benz:VMS.43.)「根源的人間の霊身体性の形態は，先ず第
ーにベーメと彼の弟子達において，パウロが既に〈復活の身体〉 (Auferstehungsleib)の形態について
書いたものを本質的には越えないような仕方で記述されている。」 (Benz:VM8.46) 
（付記）ベーメおよびアルノルトの両性具有的神話と類比的な神話を，例えばグノーシス主義にも見出す
ことができる。これについては，荒井献著『トマスによる福音書』（講談社学術文庫 1995年） 311-319 
頁を参照のこと。
